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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 2 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0
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16 0 0 1 0 0 2 2 0 0 0 0 0 1 0 0
21 0 0 0 2 4 0 0 3 0 0 0 0 1 0 0
22 0 0 0 0 0 2 4 0 0 1 1 1 0 0 0
28 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 * 0 0 3 6 0 0 4 4 13 17 2 2 3 0
33 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
34 * 6 12 0 4 0 0 3 0 5 5 1 4 0 0
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2016年度関西学生バスケットボール 入替戦
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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戦評
【総括】
1部リーグ入替戦は1部残留を目指す1部リーグ9位の関西大学と2部リーグ2位で1部リーグ復帰を目指す流通科学
大学の対戦となった。序盤は両チームともミスが多く一進一退の攻防が続いた。しかし流科大が関西大のディフェン
スに最後まで対応できず、徐々に点差が離れ、勢いのある関西大に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
お互いにミスが多く見られる展開となった。どちらも最初のシュートを外したが、関西大#11森田がシュートを2本連続
で決め、続いて関西大#5石野がシュート、3Pシュートを決めて流れを掴んだ。一方で流科大は、#8松浦、#37山本を
中心に得点を重ね、関西大に追いすがり、20－20の同点で第1ピリオドを終えた。
【第2ピリオド】
同点で迎えた第2ピリオド開始早々、流科大＃6清水の3Pシュート、＃37山本のシュートが立て続けに決まり点差を5
点に広げた。その後も流科大はリバウンドで関西大を圧倒し点差を広げた。関西大のミスが目立ち、流科大の流れに
なると思われたが、関西大はすかさずタイムアウトを取り、ディフェンスを3－2ゾーンに切り替えて流科大のターン
オーバーを誘った。流科大は関大のゾーンを攻略出来ずミスが増え、関西大に逆転を許してしまう。最終的には関
西大が流れを掴み、34‐32で関西大が2点リードで前半を折り返した。
【第3ピリオド】
両チームともミスが目立ち、点がなかなか入らず、開始およそ2分間は両チーム無得点の膠着状態であった。しかし、
関西大#34井上の3Pシュート、#7河野のオフェンスリバウンドからのゴール下シュートで点差を広げた。追いかける流
科大はディフェンスをオールコートに変え#6清水、#9諏訪の3Pシュートで応戦した。しかし関西大#11森田が3P
シュート、アシストでチームを牽引し、流科大との点差を広げた。流科大は関西大#11森田を止めることができないま
ま第3ピリオド終了。54－44で関西大10点リードで第4ピリオドへ突入する。
【第4ピリオド】
関西大#34井上が3Pシュートを2本連続で決め、流科大との点差を16に広げた。対する流科大は#23龍、#8松浦が3P
シュートで対抗したが、その後も関西大#5石野、#34井上が3Pシュートを連続で決め点差を広げた。流科大はオール
コートディフェンスで関西大にプレッシャーをかけるが、関西大は落ち着いたボール運びでミスがほとんどなく、最後
まで流科大に主導権を渡さなかった。一方で流科大は最後まで関西大のゾーンディフェンスに対応することができ
ず、第4ピリオドはわずか11点にとどまった。勝負所でのシュート力やディフェンスで1部リーグの意地を見せた関西大
が75‐55で勝利し、1部リーグ残留へ王手をかけた。
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戦評 角田　啓輔(関西学連)
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